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「
横
浜
の
国
際
性
」
に
関
連
す
る
い
く
つ
か

の
資
料
を
集
め
て
お
い
た
。

　
本
市
職
員
が
海
外
旅
行
へ
行
く
場
合
、
ど
こ

へ
何
日
行
く
の
か
。
海
外
出
張
等
へ
は
、
何
日

か
け
行
先
は
ど
こ
な
の
か
を
調
べ
て
み
た
。
個

人
旅
行
で
は
、
一
〇
日
以
内
で
六
五
・
九
％
の

人
が
出
か
け
、
欧
米
（
グ
ア
ム
、
ハ
ワ
イ
を
含

む
）
へ
六
〇
・
九
％
の
人
が
行
っ
て
い
る
。
出

張
と
し
て
は
男
性
が
九
八
・
一
％
を
占
め
、
期

間
は
三
〇
日
以
内
七
七
・
六
％
と
長
く
な
る
。

行
先
は
欧
米
が
五
七
・
五
％
だ
が
、
中
国
行
き

が
急
増
し
て
い
る
（
表
―
１
・
２
）
。

　
横
浜
市
民
が
ど
れ
く
ら
い
海
外
に
出
て
い
る

か
を
調
べ
た
が
資
料
が
な
い
の
で
、
神
奈
川
県

民
の
動
向
を
み
た
。
構
成
比
、
人
口
比
と
も
東

京
都
に
つ
い
で
第
二
位
で
あ
り
、
構
成
比
は
五

十
二
年
に
大
阪
府
を
抜
い
て
い
る
（
表
―
３
）
。

　
ま
た
日
本
人
の
渡
航
先
は
、
韓
国
、
台
湾
、

香
港
、
ア
メ
リ
カ
で
七
一
・
六
％
に
及
ん
で
お

り
、
三
、
五
二
五
、
一
一
〇
人
が
出
国
し
て
い

る
。
な
お
、
五
十
四
年
の
統
計
が
三
月
十
三
日

発
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
出
国
日
本

人
は
四
、
〇
三
八
、
二
九
八
人
と
四
百
万
人
時

代
に
入
っ
た
。
二
〇
年
前
の
三
十
四
年
は
五
七
、

一
九
四
人
、
十
万
人
を
超
し
た
の
が
三
十
八
年
、

四
十
四
年
は
四
九
二
、
八
八
〇
人
、
百
万
人
突

破
は
四
十
七
年
だ
っ
た
（
表
―
４
）
。

　
海
外
か
ら
日
本
に
来
る
外
国
人
は
、
五
十
一

年
以
降
百
万
人
を
超
し
、
五
十
四
年
は
一
、
○
八

九
、
三
四
一
人
に
の
ぼ
り
、
こ
の
う
ち
ほ
と
ん

ど
の
人
が
航
空
機
で
来
て
い
る
。
航
空
客
は
二

十
九
年
以
降
船
客
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
横
浜
市
と
神
奈
川
県
に
お
け
る
″
国

際
交
流
事
業
″
を
ま
と
め
て
み
た
。
市
・
県
と

も
担
当
が
か
な
り
わ
か
れ
て
い
る
が
、
市
は
経

済
局
に
、
県
は
渉
外
部
に
「
国
際
交
流
課
」
を

設
置
し
て
い
る
。
全
国
的
に
み
て
、
国
際
交
流

課
を
置
い
て
い
る
の
は
、
他
に
沖
繩
県
が
あ
る

だ
け
だ
（
表
―
５
・
６
）
。

表－1　職員の海外旅行ぐ個人旅行） (単位：人)

表2　職員の海外出張（業務） (単位；人)



表－4　渡航目的地別　出国日本人（昭和53年） 表－g　都道府県別　出国日本人（昭和53年）
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表－５　横浜市国際交流事業の概要（昭和54年度を中心として）
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表－e　神奈川県国際交流事業体系図（昭和54年度）
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